
不妊治療と仕事の両立について
なぜ、両立支援が必要なのでしょうか。
〇 不妊治療を経験した方のうち16％（男女計（女性は23％））が、不妊治療と仕事を両立できずに離職しています。
〇 両立に困難を感じる理由には、通院回数の多さ、精神面での負担の大きさ、通院と仕事の日程調整の難しさがあります。
〇 労働者の中には、治療を受けている事を職場に知られたくない方もいます。
職場内では、不妊治療についての認識があまり浸透していないこともあります。

⇒企業には、不妊治療を受けながら安心して働き続けられる職場環境の整備が求められます。

不妊治療と仕事の両立支援策のご紹介
中小企業事業主の方への助成金
働き方改革推進支援助成金（労働時間短縮・年休促進支援コース）
生産性を向上させ、労働時間の縮減や年次有給休暇の促進に向けた環境
整備に取り組む中小企業事業主の皆さまを支援する助成金です。
不妊治療休暇制度を導入したい場合に活用できます。

両立支援等助成金（不妊治療両立支援コース）
不妊治療と仕事との両立に資する職場環境の整備に取り組み、不妊治療
のために利用可能な休暇制度や両立支援制度を労働者に利用させた中小企
業事業主の皆さまを支援する助成金です。
労働者が休暇制度・両立支援制度を利用した場合に活用できます。

助成金の支給要件の詳細や具体的な手続き、各種申請書のダウンロードはこちら
厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_14408.html

不妊治療を受けながら働き続けられる職場
づくりのためのマニュアル（事業主向け）

不妊治療と仕事との両立サ
ポートハンドブック
（本人、職場の上司、同僚向け）

不妊治療連絡カード
不妊治療を受けている従業員等が、企業

側に、不妊治療中である事を伝える際や、
企業独自の制度等を利用する際に使用する
等、仕事と不妊治療との両立を行う従業員
と企業の方をつなぐツールとしてお役立て
ください。

不妊治療と仕事との両立がしやすい環境整備に取り組
む企業を認定します！

厚生労働省では、次世代育成支援対策推進法に基づき、
「くるみん」等の認定を受けた企業が、不妊治療と仕事と
の両立にも積極的に取り組み、一定の認定基準を満たした
場合に、３種類のくるみんにそれぞれ「プラス」認定を追
加して認定しています。
愛媛のプラス認定企業は

愛媛労働局ＨＰをチェック！！

事業主のみなさま

【問い合わせ先】愛媛労働局 雇用環境・均等室
電話 ０８９（９３５）５２２２


